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要約 : 農道舗装の整備の目的の一つとして 農産物の品質を下げず 安全に輸送することがあげられる し




る平たん性測定を実施した 車両の振動測定からは荷傷み解析を行い 平たん性測定からは sと IRIに着目
し荷傷み解析との関係性を検証したその結果 IRIは sと比べて 荷傷みを適切に評価できる可能性があ
るということが示された
キワド : 農道 路面プロファイル 振動 疲労解析 荷傷み
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そこで 本研究では 農産物流通の視点から 荷傷みに
考慮した農道舗装の平たん性評価手法について検討するこ








いても旧日本道路公団 以下 旧 JH など.が積極的に路
面管理基準に関する検討を行っている国際ラフネス指数






調査地は 図 ,に示すように福島市西部広域農道約 /**
mと積雪寒冷地域である会津若松市広域農道約 +,-**mを
調査対象地域とした 福島県は縦断する奥羽山脈と阿武隈
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動加速度測定 写真 +  -mプロフィロメタによる平

















































ることがわかっており 疲労曲線 以下 S-N曲線 を用








以下 FD が +を越えた場合に荷傷みが発生すると考え
ることができる ここに niは調査で実測したランダム振











































荷傷み解析の結果を図 0に示す この図より 解析距離
が長くなるにつれて FDは累積されていることが確認でき
る 特に イチゴにおいては /*kmの解析地点において




















り 図 1に示すように +./m間隔の路面凹凸の結果から標
準偏差によって算出するものである++ 本検討においては
調査で測定した福島市 約 /**mと会津若松市 +,-**m
の舗装路面から sを算出し その値を表 -に示した なお
荷傷み解析で用いた /* kmに渡る繰り返し路面において
も sは標準偏差であるためもとの福島市 /**mと会津
若松市 +,-**m の路面での s 表 -の結果 とほとんど
同じ値を示すこととなる 舗装施工便覧+,によれば 舗装
の施工直後の出来形の目安としては s,.. mmが設けら




















は このような国際化を背景として 旧 JHなどが積極的
に IRIを一般国道などの路面評価基準に適応するための取









クォタカ Quarter Car, 以下 QC	 シミュレ
ションにより算出するのが一般的である QCとは通常用
いられている ,軸 .輪の乗用車の +輪だけを取り出し 抽
象化した仮想車両モデルであり 図 2に示すような力学系




表 - 荷傷み解析に用いた路面の s
細見竹内江向牧180
mm と走行距離 m との比である すなわち QCシ
ミュレションによって算出される IRIは式で表すこ
とができる ここに Z+はバネ上質量の高さ mm Z,は
バネ下質量の高さ mm Lは走行距離 m Vは走行速













ぞれの調査路面から IRIを算出して図 3に示した この結

















た 最終地点での調査路面の IRIは福島市で IRI,.*3
mmm, 会津若松市で IRI,.22mmmとなる この結果
を図 +*に示した道路の種類別の IRIの範囲+-と比べてみ
ると 両地域ともに 供用後の舗装	 と判断することがで
きる一方ピク値での IRIを用いて図 +*の指標と比べ
てみると 福島市では IRI..-mmmであり 供用後の








しかし 図 3に示したように 距離によって IRI値が平均
化されることを考えると 福島市 解析区間約 /**m と
会津若松市 解析区間約 +,-**m においては評価の距離
がそれぞれ異なるため IRIの評価区間は統一して行なっ
た上でピク値の IRIを評価する必要があると考えられ















図 3 調査路面の IRI




図 ++に sと FDの関係性を示し 図 +,にピク値での
IRIと FDの関係性を示した 両指標においてバラつきが
確認されるが おおまかな解析結果の傾向は同じであると
考えられる しかし sにおいては先述したように s,..
mmで舗装施工直後の平たん性合格基準とされているが
図 ++よりイチゴにおいてはおよそ s,.- mmで荷傷みを







一方 IRIではイチゴにおいて IRI-mmmで FD+
となる結果を示している 図 +*に示した道路の種類別の
IRIの範囲によれば IRI-mmmでは 新設舗装 また
は 供用後の舗装 に分類され 表面の損傷 と評価でき
る 調査を行った地域では供用後 2年以上経過しているこ










































 sと同様 +** m区間ごとで算出した IRIと FDの
関係性を検証した その結果 農産物の種類によっ
て荷傷み発生の目安となる IRIが異なる傾向となっ






図 ++ sと FDの関係
図 +, IRIと FDの関係
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必要がある 特に振動加速度測定調査における今回の検討
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Study on the Evaluation Method of Road Proﬁling
in Farm Road Considering the Damage of
Agricultural Products
By
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and Tsuneo MAKI**
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Summary : One of the purposes of farm road maintenance is to keep quality of agricultural products
and to carry them safely. But the damage of agricultural products by vibration of vehicle due to by
deterioration of the roughness of farm road has been reported. A trial calculation of ﬁnancial loss by
the damage of agricultural products was carried out in Kyoto. Therefore, we need to examine the
evaluation method of road roughness considered to cause damage of agricultural products on farm
roads. In this research, we measured the vibration of vehicles and roughness of pavement by -m
proﬁlometer on farm road. The analysis of damage of agricultural products is performed from mea-
surement of vibration, and the roughness index sand IRI are calculated from measured road proﬁle,
and veriﬁed between the analytical results of agricultural products damage and the roughness index
of road. From these results, it was shown that the roughness index of IRI can properly estimate the
damage of agricultural products compared with s.
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